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蛹油のコロイド性（其一）

金子英雄
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　踊油の性質に關しては辻本満丸博士、川瀬惣次郡博士等の研究報告あり。余等も亦之が＝P

イド性に就きて賢験せるを以て共の大様を此所に報告せんとす。

　　　2・婦油の比粘度
　實験に供せし蜥油は踊油分散系の研究に用ゐたると同様の方法によりて糟製ぜり而してその

粘度の測定はオストワルド氏粘度計及び落球法を用ぴたり、但し球は鋼鐡製にして其の大さ

（痙）は3．31mm重さ0．1259のものなり。　　，

　　　3．蝸油の比粘度と温度　　　　　　’

　婦油の比粘度に及ぼす漉度の影響は次の如し。

’但しηヨは比粘度を示す。

　　澱’T（・）　η・（D　　η・（・）　　η・（司・均）　　1・9ηr
　　　70　・　　　　　　　　17．68　　　　　　・　　17．46　　　　　　　　　　17、57　　　　　　　　　　　1．245

　　　65　　　　　　　　　　工9．10　　　　，　　　　19。02　　　　　　　　　　19．06　　　　　　　　　　　1．280

　　　60　　　　　　　　　　　20。98　　　°　　　　20．98　　　　　　　　　　20．98　　　　　　　　　　　工．322

　　　50　　　　　　　　　　　25．60　　　　　　　　　26．Od　　　　　　　　　　25，82　　　　　　　　　　　1．412

　　　dio　　　　　　　　　　　3ユ．23　　　　　　　　　30994　　　　　　　　　　　31．09　　　　　　　　　　［　ユ．」L93　　　　　L

　　　30　’　　　　　　　　39．24　　　　　　　　38．82　　　　　　　　　3D．03　　　　　　　　・　1．591

　　　20　　　　　　　　　52・22　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　52，22　　　　　　　　　　1．718

　　　エ9　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　ユ06．02　　　　　　　　　106，02　　　　　　　　　　　2，025

　　　ユ5　　　　　　　　　－一・”　　　　　　1259．76　　　　　　1259．76　　　　　　　　 3．100
　　　11　　　　　　　　　　　－－　　　　　　　　　2962櫓11A　　　　　　　　　2962，」」d　　　　　　　　　　　3．d72

　　　6　　　　　　　　　　　　－一・－　　　　　　　　1d259．60　　　　　　　　14259．60　　　　　　　　　　　　姦．工54

但し’7ra）はオストワルド粘度計により　109η・

測定せるもの’erc2）は落球法によりて測定

せるものを換算せる値を示す。この結果を

圖示すれば看囲の如し。即ち蛎油の比＊艮i度

の封数は温度と直線画藪彌係を有す而して

4．0

約20。C附近で折曲黙を示す。　　　　　　3・0

　　109　77v　＝1，85－O．009［1］　（200C以」ヒ）

　　109’e・＝：5．30－0，166田（20°C以下）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．0　商盗より温度を低下せしむる時は約20：

C附近に於て蝋油の一一部は凝圃し始むを以

て興の比粘度は急激に増加し6°C附近に
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　1．0
於て完企凝固に近し。從つて粘度～溜度曲

線には20°C附近で曲折を示す。　但し粗

製踊油にありては曲折職は100C附近な

り・凝闘油中には多くのパルミチン酸及　　OIO　2030　ro　506070T（。）
びイソパルミチン酸の結晶析出す。
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轍hの粘度の10。C雌聲る温度係数は30～70°C間に於ては2f一均1，21なり。

　　　4，混合油の粘度

輔油に種々の痢合に他の油を棍じその混合油の比粘度を20°Cでオストワルド氏粘度計に

て測定し他の油の粘度に及ぼす踊油の影響を實験せり。得たる結果を例せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　（A）踊油より粘度大なる油の時
　　　　　｛也i血　　　　　　蜥油　　　　　　　ηご　（拓三ヱ驚～lf！）　　　　　　ηr　（勇ミ種油）　　　　　　ηr　（爵『リ”騨ブ油）

　　　　　（％）　　　　（％）　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　，　　　　’　　．，

　　　　　　0　　　　　　　　100　　　　　　　　　　52，22　　　　　　　　，　　52．22　　　　　　　　　　　　52，22

　　　　　10　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　　　59．95　　　　　　　　　　　　　55．08　　　　　　　　　　　・　　5ε亀。80

　　　　　30　　　70　　　85．00　　　　62．65　　1『　57・1rl
　　　　　50　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　132．98　　－　　　　　　　　　72．11　　　　　　　　　　「　　6義；83

　　　　　70　　30　　246．05　　　87・16　　　、71・a4’
　　　　　9・　　・0　’300．26　　　95・0・　　　75・80．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　100　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　311590　　　　　　　　　　　　99，22　　　　　　　　　　　　79．6dL　　、，

　　　　　　　　　　　　　（B）　輔湘より粘度小なる油の時

・　　蝋（％）　伽ll（％）　η，（スピ・ド・・浦η・（ネ・羽一亨ll）η・（ラペンダ舳）

　　　　　100　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　52．22　　　　　　　　　　　　　　　52．22　　　　　　　　　　　　　　　52．22

　　　　　90　　　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　．　　　　45．12　　　　　　　　　　　　　　37．39

　　　　　70　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　d』1．03　　　　　　　　　　　　　　28．di7　　　　　　　　　　　　　　21．71

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　50　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　　　36．65　　　　　　　　　　　　　　19．00　　　　’　　　　　　　　　10．75

　　　　　30　　　　　　　70　　　　　　　　　30，58　　　　　　　　　　ユ2。34　　　　　　　　　　　6．08

　　　　　10　　　　　　　90　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　pm　　　　、　　　　　　　　－

　　　　　　0　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　・25．95　　　　　　　　　　　　　　　7，03　　　　　　　　　　　　　　　2．31

齢油の比粘度曲線鰍何樋線蛎さす（A）鵬する油と轍bと：り飴瀞於てはS宇
形となり（B）に鵬するものの鵬含は凹形曲線を示し棍合油の比粘度は威分油のそれより大なる

瘍合或は小なる揚合無しo　　　　　　　　　　　、　　　　　　－t　　　　　　ジ

　　　　5．蠕油溶液の粘度

轍を醐隙に溶かし共の1容液の鞭を2・・cに於てオ寿ワルド氏粘度計にて渕定せ

り。Ez’rera及び中島顯三氏等は油類溶液の粘度は液休の有極性の大小と關係する事を見、中島

氏は大動睦多くの有機襯に溶かしてその粘戯測定せるに軍倒生翻1の搬の＊臓は大豆

湘の濃慶減少に俘ふて減退を示せるも双極性溶剤を用ゐたる時の粘度覇線より大v・に減少度ゆ

るやかなる轟を見たり。

　蜥油溶液の比粘度を測定せる結果は次の如し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　蝦1膿度　　CHCI…・　　CC1エ　　C6　H6　　el－13・COGH＋s
　　　　　　　（％）　　　　　η・　　　　’o・’　　　　「tr　　　　　η・

　　　　　　　0　　　　　　　　　　　0．57　　　　　　　　0．76　　　　　　　　0．8並　　　　　　　　　　　0．57

　　　　　　　　2　　　　　　　　　　0，624　　　　　　　0．78　　　　　　　　0．867　　　　　　　　　　－－

　　　　　　　　3．8　　　　　　0．635　　　　　0．819　　　　　0．926　　　　　　　 －

　　　　　　　10　　　　　　　　　　0．G97　　　　　　　0．926　　　　　　　0．985　　　　　　　　　0．65

　　　　　　　18　　　　　　　　　　0．833　　　　　　　1．1SO　　　　　　　1．192　　　　　　　　　　－

　　　　　　　23　　　　　　　　　　　0．97　　　　　　　　1。dOl　　　　　　　　1．5生蔭　　　　　　　　　　0．866

　　　　　　　33　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　 －　　　　　　　　 2．05些　　　　　　　　　1．176
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　　　　　　　5〔，　　　　．　　　　　　2．72　　　　　　　　3．34　　　　　　　　3．839　　　　　　　　　12．16

　　　　　　　60　　　　　　　　　　3．51　　　，　　　　4．45　　　　　　　5，5Z3　　　　　　　　　3．「02

　　　　　　　70　　　　　　　　dL　41　　　　　　6。〔〕3　　　　　　S．016　　　　　　　　5．35

　　　　　　　84｝　　　　　　　　6．01　　　　　　8、75　　　　　　15．7工　　　　　　　　9．59

　　　　　　　90　　　　　　　　　　ユ1．77　　　　　　　ユ6．39　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　18．74、

　　　　　　　工00　　　　　　　　　55．32　　　　　　　55．32　　　　　　　55．32　　　　　　　　55、32

　いつれの醐に溶かせる婆合も軸h溶液の粘度は虫而湘濃度の増加につれ増し50％以上に於

惣｝硬イ躇し・今蝋溶液の親疲の鋤と師澱度（％）との開係掴示す蝦姻の如し。

就れも二部分より放る直線

を雷く。曲折黙はCHC13

CChの如き翠極性化合物
に於ては約蜥油85鰐附近　　L5．

に存L、アセトンの如き双

極性物質の瘍合は輔油75％

附近に存す。この曲折貼よ　　ノ・0’

り蝸油量を多く含有する溶

液にありては箪極性液体の

方、双極性のものより粘度　o・5

降下大にして曲折鮎以下に

於ては之れに反す。

　　　　　　　　　　　　　　0　同極性化合物に就きては

電媒旭撒大なる溶剤ほど蜥

油の粘度の低下大なり。例

へば50％婦油溶液の粘度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

の封撒、溶媒の電媒憧轍εとその双極子能率μとの關係は次の如し。｝ @　　　　　　　　，
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蕊下可町璽度蹴陰甥糎ll驚郭鑑そ嚇
C6正【6

CGLi

CHCI3

CH；；CoCH，s

0．5843

0．5237

0．4346

0　．3345

　2，29

　2，2正

　5．1

21eO

電媒恒

0　　　1・9η，嵩bC－a　　　　　　、
o

z．2　　より画折黙以下の輔湘溶液につき恒藪a及び唱b

2．7　　　を上囲よb求むれば次の如し。　　　　　　　一

識燃惣ヒ蹴数εに一舵亙⊥臼「－9　下一K
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CG　1－16
　　　6．蝸油溶液の混濁温度　　　　　CCI・t

踊油の醐容剤一の溶鰍をタ励　臨、H；、

爲めに其の溶液の混濁温度を測定せる

〔，．25

0．20

0．33

0．50

0，008

0．008

0．0035

0．0008

に次の結果を得たり。　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

2．29

2．2d

5．1

21．0

0。0183

0．0179ト

O．6179

0，0168

螂由濃慶
　（％）

4

ユ0
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緬剃そ醜ダ

2°G，　　　　M°C，

8．5　　　　　34

10．0　　　　　　　35．5

ア1翫）’レ氷轍

1些eC．　　　　　　　A7．5°（〕．

18　　　　　　62。0

26．5　　　　　　　68●5

｛鱒ゼ。1雪　｛査。謬1雪

・0°C．　　　　　　　　29．59G，

19．0　　　　　　　　　　　48，0

24，5　　　　　　　　　　　62．O
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以ヒの結果を圖示すれば左岡の如

　　　　　し勘1ち輔油溶液の混濁盗度～濃度曲

　　　　線は敦れも20％附近に最高黙を蒋

　　，　す。致ひかへれぱ蠣油の上記溶剤へ

　　　　の溶解1匪最小なり。爾種々なる濃度

　　　　のアセFン及び4チアル．コールを用

　　　　ぶる時は溶刺の稀蘇になるにつれて

　　　　混濁盗度著しく昇るEIIち水分量の増

　　　　加につれ幌濁極めて容易となること

　　　　弛の油脂類と同様なり。

　　　　　95％アルコール、，95％アセトン

　　　　及び氷酷酸の如き有機軍猫溶媒に溶

　　　　かせる輔油溶液に於ける最高混濁温

　　　　度は溶媒の電媒恒数大きくなるにつ

度　　　れて低下す。

0　　／0．20　30　40　、50　60　　　　　7．蠣油溶液の界面張力

　ジユヌイ氏張力計を用ゐて20°Cで輔油溶液の界面張力を測定し溶媒の影響を見花るに次の

如しcヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

略その界聞勧郷賄幽隙一蠣膿度
（CHC1：s，　CClb　CG　H6）に就き　　1　（％）

ては電媒恒数の大なる溶媒に溶　　一　ヱ∫－tt

かせる蝸油溶液程同一濃度に劃　　　　6

する界面張力の．ヒ昇攣化は大な　　　io

り。　　　　　　　・　　．　　　　20
　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

　．，8．結　果1　　　ω
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　蜥湘のコロイド性を實鹸し共　　　　80

の粘度、混濁湿度及び界面張力　　　100

を測定せり。．
　　　　　　　　　　　レ

　　。　　　　　。　　i　。
（ア・te・・）（ク・・フ・陥）i（ce・）

31．62タドィン1掘

31，30

31，10

31，62

32．20

33．38

35，55

37．8V

憩．12

　　35。72

踵　　35．80

　　36．10

　　36．60

　　37－，03

　　37，76

　　38。59

　　39，50

　　40ユ2

35．72

35．72

35，8d

35．96

35．94

36．16

37．19

38．24

庄O．12

　　6
（ベンゼン）

”36　．45

35．87

35．92

36．08

36．10

36．U

37148

38．50

dO．12

　（1）蝋油を精製し其の粘度に及ぼす影響を見たるにその粘度の封敷は淵度丁と直線幽鍛關

係を示す。但し蜥油の凝固し始むる溜度20°C・附近に曲折黙を有す。

　　　　　logηrニ1．　85－O，　OOO9［1］（200　C工翼＿ヒ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　‘

　　　　　10gηr：＝5，30－0．166　　El］　（60～200　C・）　　　　　　　　　　1　　　　　　　・　　　　　　　　　　’　　1

鯉励肱ありては曲欄ぼユo・c附近に現はれその他の關係は田縮製油に等しs

　（2）踊油の粘度のユ0℃に封する温度係数は約1・21位（30－70°C）なり。

　（3）輔油と他の油との棍合油の粘度～濃慶曲線は直瑠随示さす・囁油より高粘度の油を用

ゐたる時は呂宇形に輔油より低粘度のもゐと幌じだる時は凹形曲線を示す。　　　　　「



鰭蜘　　　　　　1』轍の・財喉儘一う　　　　　　　　939
　（4）蜥油を．種々なる有機溶剤に溶解せる溶液の比和薩と蜥油の濃度とめ關係は次の如し。

　　　　　　工ogηr＝bC－a　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　、

　但しa及びbは恒数を示しその大さは溶剃の電媒恒数及び双極子能率と關係を有す例へば

恒激bは電媒恒数に反比例す。

㊥磯瀦1に溶かせる囎1藩陀融けれ雌肌始膿詳露そゐ欄し始むる膿を測
定せるに敦れも蛎油20％含有溶液の贋澗温度は最高を示せり。而して雌高混濁度は軍猫溶媒

の揚合はその電媒恒撒の増すにつれ低下し3ζ水分含景の増加するにつ専，仁昇す。

　（6）　界両張力Pl各等しきC〔玉H。・CHCI3，CCユ1に1容かせる輔油溶液の界面1脹力ほ50％蝋油

濃度に於ては37．5ダイン／糎位なり。（於」潤鍛懸専門1製校）　・

　　　’　　　．，　　　　　　　（昭和九年二月十日受理）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　tO皿some　Colloidal　Properties　of　Pupa　Oil　3α）

　　　　日deo　KANEKO　and　Kenichi　YAMAMO宙o　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（］Received　Feb．10．1934）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Rをsum6

　　　（1）　Viscosity　Qf　pupa　o11．

　　　Th・1・9・・ithm・・f・i・c・・ity・f　p・p・・il　dimi・i・hes　li・・a・1y壷ith　i・d・e・＄iPg

temperature，　but　viscosity～temperature　curve　has　a　break　at1201C－Whj，c．h　l　i＄

correst）6nding　nearly　to　melting　Point　of　pupa　oil　pUrified　by　add’clayε血d

sulphし1ric　acid．　Under　this　temperature　the　variation　in　viscosity　with　tempera・

ture　is　very　rapidly　and　the　small　solid　partjcles　apPear　in　oi1．

　　　　　　　　　　Iogηγ＝1．85－0．009T　（above　20℃）

　　　　　　　　　　10gη・y　＝r　5．30－0ユ66T　（6°～20℃）

　　　ηγshows　the　relative　viscosity　of　pupa　oil　and　T　the　temperat亡lre　in　centi．

grade．

　　　For　the　crude　oi　the　break　point　appears　at　about　10℃．

　　　（2）When　th∋pupa　oil　is　Inixed　wlth　the　other　oils　which　have　higher　　．

visosity　than　the　former，　theヤiscosity・concen七ration　curves　show　s・form　and

when　it　is　hユixed　with　bils　having　lower　viscosity，　the　curves　are　concave，

　　　（3）　The　viscosity　of　pupa　oil　solutions　dispersedゴn　vavious　organic　solvents

have　the　following　relation　with　the　concentration　of　pupa　oi重，

　　　　　　　　　　109ηγ＝bc－a

　　　Cshows　the　concentrati◎n　of　pupa　oil　in　gram　per　100c。c。，　and　a　and　b
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are　co血stants　which　are　varying　with　the　dielectrlc　coristantsεor　dipole　moment

of　organic　solvents。

solvenも

Benzone

Cεもr1）on七etrachlortcle

ChlOi’oform

Ace七〇ne

0．25

0，20

0，33

0．50

b

0．008

O．008

J

O．OO30「

O．OOO8

ε

2．29

2．24

5，1

21．0

b・ε・10－・3

18．3

17，9

17．9

16，8
ψ

●

　　　　（5）　On　cooling　the　pupa　oil　solution　it　becomes　turbid　at　low　definite

temperature　which　depends　on　the　concentratioエ10f　pupa　oil　dissolved　in　solution

and　on　the　nature　of　solvent，　For　any　solvent　the　tel：nperature　of　turbidity

‘has　the　highest　value　for　the　20％　solution　and　this　hjghest　temperature　is

raised　with　increasing　water　content　in　solvent．　’

　　　　　　　　　　　　　The　maximumもeエnpera七uTe　for　20％puPa　oil　solu七ion

Acetone1（100％）

　　，，　　（95％）

Aユcoho1　（95％）

AGe七iG　　a、Gid　 （10｛〕　　　）

tm

10．0°C

30「。5

26．5

％　　1　　68．5

ε

　m．P．　of

　solven七
1

21．01

9．7 ユ6．7

　　　（6）　In　the　case　of　organic　solvent　having　nearly　equaI　surface　tension　the

variation　of　surface　tension　in　pupa　oil　solution　with　the　concentration　i＄　．al皿ost

the　same．（The　Imperial　College　of　Sericulture　and　Silk・industry　Uyeda，　Japan．）
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